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親の読書、子どもの読書 

 

副校 長  石津 孝 介  

読書の秋。布田小学校では、１０月を「もみ

じ読書月間」と位置付けて、読書推進に取り組

みます。別途おたよりなどで、親子読書や教職

員からのおすすめの本をお知らせします。私

は、今回「カレーライス～教室で出会った重松

清～」という短編集を紹介しています。 

「カレーライス」は、重松清が小学校国語の

教科書のために書き下ろした作品。主人公の 6

年生ひろしが、喧嘩したお父さんとの「お父さ

んウィーク」を通して親子の絆をさらに深める

物語です。意地を張るもののやっぱりお父さん

が気になるひろしの気持ちを、主人公の視点か

ら綴ったこの作品は、ありふれた少年のありの

ままを描いています。子どもでも大人でも、自

分が主人公になった気持ちがして面白いです。 

今回お勧めするにあたってあらためて読み

直したのですが、不思議なことにこの作品の新

しい面白さに気が付きました。ぜひ皆さんにも

読んでいただきたいと思うので、詳しくは言え

ませんが・・・。 

主人公ひろしとお父さんの喧嘩の原因は、ど

この家でもありそうな他愛のないものでした。

しかしながら、お互いちょっとずつやり過ぎて

しまい、おさまりがつかなくなります。私が

10 年前に読んだ時の感想は「ひろしの気持

ち、よく分かるなあ。」だったのですが、先日

読み返した時の感想は「お

父さんも頑張っていたな

あ。お父さん、これからも頑

張れ！」でした。そんな感想

になったのは、もしかした

ら自分が親になったからか

もしれません。 

読書後の感想は、同じ作

品を読んでも一人一人違う

ものです。それは、語彙力

や読解力だけでなく、読む人の立場や経験にも

左右されるからだそうです。ひろしの気持ちに

共感した以前の私はまだ親ではなかったので、

親の気持ちに寄り添うことができなかったの

かもしれません。それが今、父親となったこと

で、親の気持ちに少し寄り添って読むことがで

きるようになったのかなあと思っています。 

ただ、もし自分が今子どもに戻っても、やっ

ぱりひろしのように素直になれないだろうな

あとも思います。子どもは、子どもの知識と経

験で物事を考えるしかありません。大人の知識

と経験があればこそ考えられることなんて、子

どもが理解できるはずはありません。結局大人

は大人、子どもは子ども。もし自分と我が子の

意見が合わなかったら、「今は分かるはずがな

いよなあ。」と笑い飛ばして、子どもの話を聞

いてあげようかな・・・この作品を読み返した

ら、そんなことも考えさせられました。 

大人になりたい子どもの揺れ動く気持ちも、

子ども想いな親の焦る気持ちも分かるこの「カ

レーライス」は、あらためて素敵な作品だなあ

と感じました。自分が子どもの頃に読んだ作品

を今あらためて読んでみると、今まで気付かな

かった面白さや感想があるかもしれません。親

子読書の話題に題材に、自分が子どもの頃に読

んだ作品はいかがでしょうか。 

布田小だより  

令和５年９月２９日 
   １０月号 

  
 調布市立布田小学校 
校長  横山 公一 

 



 



 




